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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動が見られたも

のの、企業収益や雇用・所得環境の改善が見られ、回復基調が持続しております。道内の経済においても、公共投

資や観光は堅調に推移し、民間設備投資や個人消費に持ち直しの動きが見られます。

このような経営環境のなか、当社グループは、地域に密着した営業活動を積極的に展開するとともに、収支改

善や経営体質の強化等に取り組んでまいりました。

当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高8,062百万円（対前年同期比16.3％増）、185百万円の営業損失

（前年同期は274百万円の営業損失）、122百万円の経常損失（前年同期は222百万円の経常損失）、135百万円の四

半期純損失（前年同期は224百万円の四半期純損失）となりました。

 事業別の業績は、次のとおりであります。 

 

① 旅客自動車運送事業

乗合運送事業は、札幌市内線における運行便数の増回、都市間高速バスにおける停留所の新設、定期観光バスに

おけるコースの見直し等、様々な需要喚起策を積極的に実施しました。また「お客様ご意見・ご要望デスク」に寄

せられた意見等を踏まえた運行時刻や運行経路の変更等、利便性の向上に引き続き努めました。これらのほか、消

費税率引き上げに伴う乗車券の駆け込み購入の反動減があったものの、札幌市内線において雨の日が多かったこと

による利用者の増加等により、前年同期並みの売上高を確保しました。 

貸切運送事業は、減車による減収の影響はありましたが、価格交渉の効果が現れたことや長期契約が増加した

こと等により、前年同期並みの売上高を確保しました。

この結果、売上高は4,958百万円（対前年同期比0.0％減）、バス燃料費は増加したものの修繕費や減価償却費

の減少もあり、57百万円の営業損失（前年同期は136百万円の営業損失）となりました。

なお、貸切運送事業は、通常の営業形態として夏期が繁忙期であるため、第１四半期及び第２四半期の売上高

が他の四半期に比べて高くなる季節的変動があります。 

 

② 建設業

公共工事は、受注高、完成工事高ともに増加しました。民間工事は、受注高は減少しましたが、繰越工事の進

捗により完成工事高は増加しました。

この結果、売上高は1,938百万円（対前年同期比145.1％増）、142百万円の営業損失（前年同期は178百万円の

営業損失）となりました。 

 

③ 清掃業・警備業

清掃業・警備業は、新規契約の獲得等により増収となりました。

この結果、売上高は651百万円（対前年同期比2.8％増）となりましたが、人件費の増加等により、営業利益は

17百万円（同27.1％減）となりました。 

 

④ 不動産事業

不動産事業は、賃貸収入が減少しました。 

この結果、売上高は214百万円（対前年同期比1.4％減）、営業利益は95百万円（同7.8％減）となりました。 

 

⑤ 観光事業

ニセコアンヌプリ国際スキー場は、天候に恵まれスキー客が増加しました。小樽天狗山スキー場は、天候に恵

まれたこと等により、ロープウエイ利用客が増加しました。ホテルニセコいこいの村は、宿泊客が減少しました。 

この結果、売上高は80百万円（対前年同期比2.5％減）、88百万円の営業損失（前年同期は88百万円の営業損

失）となりました。

なお、当セグメントは、スキー場の営業が冬期間中心であるため、第４四半期の売上高が他の四半期に比べて

高くなる季節的変動があります。 

北海道中央バス㈱　（9085）　平成27年3月期第1四半期決算短信

－2－



⑥ その他の事業

飲食業は、消費税率引き上げによる消費の冷え込みや天候不順の影響等により、来店客が減少し減収となりま

した。介護福祉事業は、平成26年１月から運営を開始した複合型サービス事業所の収益が寄与し、増収となりまし

た。旅行業は、新規顧客を獲得したものの、営業所一店舗を廃止したことや企画商品の集客が不調であったこと等

により減収となりました。

この結果、売上高は841百万円（対前年同期比4.0％減）、13百万円の営業損失（前年同期は１百万円の営業利

益）となりました。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直した結果、退職

給付見込額の期間帰属方法については、期間定額基準を継続適用し、割引率の決定方法については、退職給付の支

払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 なお、これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,041,506 9,018,264 

受取手形及び売掛金 3,929,278 2,973,259 

有価証券 100,000 50,000 

販売用不動産 7,090 7,090 

原材料及び貯蔵品 173,186 172,928 

未成工事支出金 34,712 551,848 

その他 873,198 454,170 

貸倒引当金 △3,815 △2,412 

流動資産合計 13,155,158 13,225,149 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 19,250,692 19,261,195 

減価償却累計額 △14,470,196 △14,547,459 

建物及び構築物（純額） 4,780,495 4,713,736 

車両運搬具 24,405,354 24,134,138 

減価償却累計額 △20,693,613 △20,631,090 

車両運搬具（純額） 3,711,741 3,503,047 

土地 10,699,930 10,695,133 

その他 4,361,849 4,380,304 

減価償却累計額 △3,803,502 △3,821,720 

その他（純額） 558,347 558,584 

有形固定資産合計 19,750,515 19,470,501 

無形固定資産 115,937 122,197 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,482,781 3,699,174 

その他 410,408 408,513 

貸倒引当金 △27,023 △26,634 

投資その他の資産合計 3,866,166 4,081,052 

固定資産合計 23,732,619 23,673,751 

資産合計 36,887,778 36,898,901 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,361,697 2,533,130 

未払法人税等 421,255 27,120 

賞与引当金 189,010 171,373 

その他の引当金 4,830 2,210 

その他 3,111,887 3,613,409 

流動負債合計 6,088,681 6,347,245 

固定負債    

退職給付に係る負債 3,029,218 2,980,123 

役員退職慰労引当金 280,884 268,950 

その他 708,080 750,306 

固定負債合計 4,018,183 3,999,379 

負債合計 10,106,864 10,346,624 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,100,000 2,100,000 

資本剰余金 751,101 751,101 

利益剰余金 24,554,783 24,273,413 

自己株式 △1,182,709 △1,182,856 

株主資本合計 26,223,174 25,941,658 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 712,794 765,034 

退職給付に係る調整累計額 △323,717 △310,949 

その他の包括利益累計額合計 389,077 454,085 

少数株主持分 168,661 156,533 

純資産合計 26,780,913 26,552,276 

負債純資産合計 36,887,778 36,898,901 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 6,931,844 8,062,826 

売上原価 6,632,979 7,674,148 

売上総利益 298,865 388,678 

販売費及び一般管理費 573,585 573,964 

営業損失（△） △274,720 △185,286 

営業外収益    

受取配当金 23,015 32,057 

持分法による投資利益 14,571 14,555 

その他 15,335 16,328 

営業外収益合計 52,923 62,941 

営業外費用    

貸倒引当金繰入額 205 － 

営業外費用合計 205 － 

経常損失（△） △222,002 △122,344 

特別利益    

固定資産売却益 6,169 6,501 

その他 170 816 

特別利益合計 6,339 7,317 

特別損失    

固定資産除売却損 1,496 3,145 

減損損失 9,660 4,797 

その他 5,412 366 

特別損失合計 16,568 8,309 

税金等調整前四半期純損失（△） △232,231 △123,336 

法人税、住民税及び事業税 19,152 14,044 

法人税等調整額 △14,706 10,236 

法人税等合計 4,445 24,281 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △236,677 △147,617 

少数株主損失（△） △11,800 △11,628 

四半期純損失（△） △224,876 △135,989 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △236,677 △147,617 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 208,198 52,254 

退職給付に係る調整額 - 12,767 

持分法適用会社に対する持分相当額 129 △14 

その他の包括利益合計 208,328 65,007 

四半期包括利益 △28,348 △82,610 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △16,548 △70,981 

少数株主に係る四半期包括利益 △11,800 △11,628 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日) 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結
損益計算書

計上額 
（注２） 

 
旅客自動車
運送事業 建設業 

清掃業・ 
警備業 不動産事業 観光事業 

その他の 
事業 合計 

売上高                  

外部顧客に対する 
売上高 

4,935,099 1,901,724 422,848 137,395 79,260 586,498 8,062,826 - 8,062,826 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 23,296 36,953 228,383 76,654 909 254,775 620,972 △620,972 - 

計 4,958,395 1,938,677 651,231 214,049 80,170 841,273 8,683,798 △620,972 8,062,826 

セグメント利益又は 
セグメント損失(△) 

△57,115 △142,114 17,178 95,322 △88,809 △13,433 △188,972 3,686 △185,286 

(注)１ セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しておりま

す。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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